



On the accent of the Turkish conjunction
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ち 17 語が、3音節語は 9語のうち 6語が頭高型アクセントである。 












う 1つは高さアクセント説である。強さアクセント説は、Lees (1961)、Lewis (1967)、Swift 





                                                   
1 本稿におけるトルコ語はトルコ共和国で話されているイスタンブル方言を基盤とする共通語を指す。文字
と音の対応で注記すべき点は ç[tʃ], c[dʒ], ı[ɯ], j[ʒ], ö[ø], ş[ʃ], ü[y]である。ğは音節末なら前接の母音を長母
音化、音節頭なら無音化する。 
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それは、福盛 (2010)で示された以下の点を支持するからである 2。 
 
 (1) 音声学的に強母音に対立する弱母音がない。 
 (2) 音韻論的に強母音に対して弱母音の音素数が減少しない。 






















れた。そして、下がり目には 2種類あり、アクセント単位 5の中で下がり目が 2つ以上指定さ
れる可能性がある場合にはじめの下がり目が優先されるものを例外アクセントA(˥で示す)、
複数指定される可能性があってもその下がり目が最優先されるものを例外アクセントB(˥ ˥
で示す)としている 6。この分類に基づいた規則を要約すると以下のようになる 7。 
 
                                                   
2 (1)は福盛 (2004)で、(3)は Levi (2005)で、音響音声学的に検証されている。 
3 ただし、付属語や小辞においては、強さアクセント説ではストレスがないと捉え、高さアクセント説では
前アクセント、すなわち語幹の直前の音節境界に下がり目があると捉えているといった違いがある。 
4 福盛 (2010: 42)では、竹内 (1996)や TDK (2005)におけるアクセント記号付与のミスを考慮して精査し
ても全体の 10%強になると推測できると述べられている。 
5 本稿ではアクセント単位を{  }、音節を σで示す。 
6 例外アクセントの質の違いを示すために˥の個数を変えている。 
7 (4)～(9)の音節数は任意のものである。用例については、福盛 (2010)を参照のこと。 
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 (4) 基本アクセント語幹＋基本アクセント接辞 
 {σσ}＋{σ}→{σσσ} 




 (6) 基本アクセント語幹＋例外アクセント B接辞 
 {σσ}＋{˥ ˥σ}→{σσ˥ ˥σ} 
 (7) 例外アクセント語幹＋基本アクセント接辞 
 {σ˥σ}＋{σ}→{σ˥σσ} 




 (9) 例外アクセント語幹＋例外アクセント B接辞 





 (10a) 複合語アクセント {前部要素 ˥後部要素} 
 (5a)(5b)(8a)(8b)になる 
(10b) 複合語アクセント {前部要素 ˥ ˥後部要素} 
 (6)あるいは(9)になる 
 (11) 後置詞アクセント {前項 ˥後置詞} 
 (5a)(5b)(8a)(8b)になる 






詞系 9、疑問詞系などに対しては、第 1音節の直後に下がり目があるという規則が働く。 
 




トルコ語の接続詞のアクセント                                           福盛貴弘 
 
                                                                       










 (14)  strong word：後から 2番目および／あるいは後から 3番目の音節が重音節の語。 
weak word：後から 2番目と 3番目の音節が軽音節の語。 
(15) weak NFS(non-final stress) wordに対する例外アクセント規則：weak NFS wordは後か
ら 2番目の音節にストレスがある。 








 形容詞の強調形については第 1 音節にストレスがあるとしており、これは本稿では(13)と
置き換える。派生接辞-enによって形成される副詞の規則も示されているが、これは(16)に相
当する規則であるが、-enの場合、strong NFS word だけでなく、weak NFS word にも適用で
きる点で(16)とは別規則となる。 
(14)～(16)の規則で処理できない反例として、重音節の音節末に共鳴音(l, m, n, r)がある場
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(18) 副詞  ：şim˥di(今)、son˥ra(後で)、ger˥çekten(本当に) など 
(19) 地名名詞：An˥kara(アンカラ)、İstan˥bul(イスタンブル) など 
(20) 親族名詞：an˥ne(母)、ab˥la(姉)、tey˥ze(おば)、am˥ca(おじ) など 
(21) 感動詞 ：hay˥di(さあ)、pe˥ki(よし)、yu˥ha(ひっこめ) など 
(22) 疑問詞 ：ne˥re(どこ)、han˥gi(どの、どんな)、na˥sıl(どんな) など 
(23) 場所代名詞：bu˥ra(ここ)、şu˥ra(そこ)、o˥ra (あそこ) など 
 
竹内 (1996)に示された例外アクセントは 1,681 語であったが、うち 1,148 語が外来語（内
訳としては、イタリア語 318、アラビア語 229、フランス語 157、ギリシア語 125、ペルシア
語 71、英語 36が多数を占める 11）であった。また、残りの 533語のうち目立つものとして、
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 meǧerki（もし～でないなら）, meǧerse（さては、どうも～らしい）, nitekim（事実、
やはり）, velhasıl（要するに）, vesselâm（それまで） 15, veyahut（あるいは） 
(24b) 2音節語 
ama（しかし）, çünkü（なぜなら）, eǧer（もし）, fakat（しかし）, gerçi（そうであ
っても）, hatta（また）, imdi（さて）, keza（もまた）, madem（～だから、～のに）, 
meǧer（さては、どうも～らしい）, oysa（にもかかわらず）, veya（または）, yahut
（あるいは）, yani（すなわち）, yoksa（もしかしたら、でなければ） 
 
 40 語のうち 1 音節語が 5 語ある。1 音節の自立語には例外アクセントがない 16ので、これ
を除く。2音節語は 22語の 17語が頭高型アクセントである。3音節語は 9語のうち 6語が頭
高型アクセントである。3 音節語のうちhalbuki（しかし）は後ろから 2 番目の音節の後ろに
下がり目がある。他 4語はha ha（～や～や） ne ne（～も～も） ya da（～か～か） ya ya（あ
るいは）といった語であり、1 音節語としてあらわれるか、複合語として用いるので、ここ
では考察の対象から除外した。以上の点から、例外アクセントとしての頭高型アクセントと
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âdeta 接続詞   副詞  
ama  接続詞 接続詞 接続詞 接続詞 
ancak  接続詞  副詞 副詞 
çünkü 接続詞 接続詞 接続詞 接続詞 接続詞 
de 接続詞 接続詞 接続詞 付属語 接続詞 
demek  接続詞  接続詞  
eǧer 接続詞   接続詞 接続詞 






トルコ語の接続詞のアクセント                                           福盛貴弘 
 
                                                                       
fakat 接続詞 接続詞 接続詞 接続詞 接続詞 
gerçi 接続詞 接続詞  接続詞 副詞 
gerek  接続詞  接続詞 接続詞 
güya 接続詞 接続詞  副詞 副詞 
ha ha  接続詞  接続詞 接続詞 
halbuki  接続詞  接続詞 接続詞 
hani  接続詞  副詞 副詞 
hele 接続詞 接続詞  副詞 接続詞 
hem 接続詞 接続詞 接続詞 副詞 接続詞 
herhalde  接続詞  副詞 副詞 
ille 接続詞 －  副詞  
işte  接続詞  感動詞 付属語 
ise 接続詞 接続詞 接続詞 付属語  
ister ister  接続詞  接続詞 接続詞 
ki 接続詞 接続詞  付属語 接続詞 
lâkin  接続詞  接続詞 接続詞 
madem 接続詞 接続詞  接続詞 接続詞 
mamafih  接続詞  接続詞 副詞 
meǧer 接続詞 接続詞 接続詞 接続詞 接続詞 
meǧerki 接続詞 接続詞  接続詞 接続詞 
ne ne 接続詞 接続詞 接続詞 接続詞 接続詞 
nitekim  接続詞  接続詞 副詞 
oysa  接続詞  接続詞 接続詞 
sakın  接続詞  感動詞 感動詞 
sözde  接続詞  副詞 形容詞 
ta 接続詞   副詞  
tek 接続詞   形容詞  
ve 接続詞 接続詞 接続詞 接続詞 接続詞 
velev 接続詞   接続詞  
veya 接続詞 接続詞 接続詞 接続詞 接続詞 
veyahut 接続詞 接続詞  接続詞 接続詞 
ya 接続詞 接続詞  接続詞 接続詞 
ya ya 接続詞 接続詞 接続詞 接続詞 接続詞 
yahut 接続詞 接続詞  接続詞 接続詞 
yalnız  接続詞  副詞 形容詞 
yeter 接続詞   形容詞  
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yok  接続詞  接続詞 接続詞 
yoksa 接続詞 接続詞 接続詞 接続詞 接続詞 






 (25) { 前項 ˥後置詞 } 
 (例) baba gibi （父のように） 
 LH  LL 
 (26) { 前項 ˥ ˥小辞 } 19 
  (例) baba da （父も） 
















                                                   




20 福盛 (2010：60)で、トルコ語の例外アクセントについて以下のように 2種のタイプを認めている。 
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いうわけではないということである。竹内 (1996)における接続詞で 3音節語は 6語であるが、
それらを Sezer (1981)にあてはめると(31)のようになる。分類に用いた記号は以下の通りで
ある。音節構造に従い、重音節（音節末が子音あるいは長母音の音節）を h、軽音節（音
節末が短母音の音節）を l とした。hl とは、後から 3 番目の音節が重音節、後ろから 2
番目の音節が軽音節であることを示す。数値については、1-3とある場合は、前から数え
て第 1 音節の後に下がり目があり、後から数えて 3 番目の音節の後に下がり目があると
いうことを示す。 
 
 (31) トルコ語における 3音節語の接続詞のアクセント 
 (31a) hh_1-3 vel.ha.sıl （アラビア語源、haは長母音となるため重音節） 
  (31b) hl_1-3 ves.se.lâm（アラビア語源） 
  (31c) lh_1-3 me.ǧer.ki （ペルシア語源）, me.ǧer.se（ペルシア語源＋トルコ語接辞）,  
ve.ya.hut （アラビア語源、yaは長母音となるため重音節） 
  (31d)  ll_1-3 ni.te.kim （語源不明 25） 
  








のとおりである。2音節語は 22語のうち 17語が、3音節語は 9語の 6語が頭高型アクセント
である。 
 3音節以上の語に対しての例外アクセント規則として Sezer (1981)規則がある。3音節語の
外来語源の接続詞を Sezer (1981)の例外アクセント規則に適用できるかを確認したところ、6
語のうち 1語しか適用できなかった。よって、音節構造からの予測によって接続詞のアクセ
                                                   
25 nitekimの語源は不明であるが、トルコ語の固有語とは想定しにくいので、外来語源として扱う。 
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* 本稿は、科学研究費助成事業、学術研究助成基金助成金基盤研究 C(課題番号 23520472)「トルコ諸語に
おけるプロソディー分析」（平成 23-25年度、研究代表者：福盛貴弘）による研究成果である。私事である
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